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１．2021年３月期第１四半期の連結業績（2020年４月１日～2020年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期第１四半期 2,514 △12.7 △238 ― △230 ― △235 ―

2020年３月期第１四半期 2,878 △13.3 △98 ― △99 ― △105 ―
(注)包括利益 2021年３月期第１四半期 △233百万円( ―％) 2020年３月期第１四半期 △99百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年３月期第１四半期 △10.12 ―

2020年３月期第１四半期 △4.51 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年３月期第１四半期 8,919 1,180 13.2 50.64

2020年３月期 9,254 1,413 15.3 60.66
(参考) 自己資本 2021年３月期第１四半期 1,180百万円 2020年３月期 1,413百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2021年３月期 ―

2021年３月期(予想) 0.00 ― 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日）

当社グループは、2019年３月期以降について業績予想の開示を行っていません。詳細は、2020年５月12日付公表の

「2020年３月期決算短信(サマリー情報) ３.2021年３月期の連結業績予想」をご覧ください。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年３月期１Ｑ 24,172,000株 2020年３月期 24,172,000株

② 期末自己株式数 2021年３月期１Ｑ 864,510株 2020年３月期 864,510株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年３月期１Ｑ 23,307,490株 2020年３月期１Ｑ 23,307,739株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

経営成績および財政状態等の概況は、2020年８月７日提出予定の第96期第１四半期報告書をご参照ください。

当該報告書は、ＥＤＩＮＥＴ(金融商品取引法に基づく有価証券報告書等の開示書類に関する電子開示システム)を

利用して閲覧できます(http://disclosure.edinet-fsa.go.jp/)。
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１．四半期連結財務諸表および主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,103 1,077

受取手形及び売掛金 1,937 1,315

商品及び製品 1,323 1,339

仕掛品 561 594

未成工事支出金 440 523

原材料及び貯蔵品 311 362

その他 46 154

貸倒引当金 △4 △5

流動資産合計 5,719 5,362

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,900 6,901

減価償却累計額 △5,393 △5,433

建物及び構築物（純額） 1,507 1,467

機械装置及び運搬具 4,335 4,337

減価償却累計額 △3,994 △4,017

機械装置及び運搬具（純額） 341 319

工具、器具及び備品 1,145 1,147

減価償却累計額 △1,082 △1,088

工具、器具及び備品（純額） 62 58

土地 1,121 1,121

リース資産 146 290

減価償却累計額 △36 △50

リース資産（純額） 109 240

建設仮勘定 164 128

有形固定資産合計 3,306 3,335

無形固定資産 41 40

投資その他の資産

投資有価証券 92 88

その他 95 94

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 186 180

固定資産合計 3,534 3,556

資産合計 9,254 8,919
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,506 2,131

短期借入金 2,300 2,305

1年内返済予定の長期借入金 36 31

リース債務 31 91

未払法人税等 42 20

賞与引当金 167 105

製品保証引当金 90 86

その他 1,108 1,334

流動負債合計 6,283 6,107

固定負債

長期借入金 40 35

リース債務 78 153

繰延税金負債 4 4

役員退職慰労引当金 46 49

退職給付に係る負債 1,262 1,263

その他 125 126

固定負債合計 1,556 1,631

負債合計 7,840 7,738

純資産の部

株主資本

資本金 3,470 3,470

資本剰余金 1,584 1,584

利益剰余金 △3,190 △3,426

自己株式 △338 △338

株主資本合計 1,525 1,289

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △0 △0

為替換算調整勘定 △104 △108

退職給付に係る調整累計額 △6 △0

その他の包括利益累計額合計 △111 △109

純資産合計 1,413 1,180

負債純資産合計 9,254 8,919
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（２）四半期連結損益計算書および四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

売上高 2,878 2,514

売上原価 2,030 1,834

売上総利益 848 680

販売費及び一般管理費 946 918

営業損失（△） △98 △238

営業外収益

受取利息 0 0

屑廃材売却益 9 11

その他 7 7

営業外収益合計 16 19

営業外費用

支払利息 5 4

持分法による投資損失 0 1

その他 12 5

営業外費用合計 18 11

経常損失（△） △99 △230

税金等調整前四半期純損失（△） △99 △230

法人税、住民税及び事業税 5 5

法人税等調整額 △0 △0

法人税等合計 5 5

四半期純損失（△） △105 △235

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △105 △235
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

四半期純損失（△） △105 △235

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 0

為替換算調整勘定 0 0

退職給付に係る調整額 4 5

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △3

その他の包括利益合計 5 2

四半期包括利益 △99 △233

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △99 △233

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

当社グループは、2006年10月期以降、売上高の減少傾向および営業損失を計上する状況が続きましたが、2017年３

月期以降４期連続で営業黒字および営業キャッシュ・フローの黒字を確保しました。しかしながら、当第１四半期連

結累計期間においては営業損失を計上することとなり、 また、 新型コロナウイルス感染拡大による事業活動への影響は不透明

であることから、 継続的に営業キャッシュ・フローを確保する体質への転換にはいましばらくの時間を要することが見

込まれるため、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しています。

当社グループでは、次の施策によって当該状況を解消し、収益力の向上および財務体質の強化を図ります。

① 収益構造の改革に向けた対応策

当社グループは、当該状況を解消するため、2020年３月期を初年度とする３ヶ年中期経営計画を策定していま

す。中期経営計画の主な施策は、次のとおりです。

〔住設環境機器事業〕

浄化槽、産業廃水処理プラント

・コスト削減、省エネルギー、高度処理を実現した新商品の開発

・国内大型案件の獲得および海外への営業展開拡大

・Ｗｅｂを活用した保守点検契約の推進およびメンテナンスサービスの拡大

バンクチュール®

・施主指名率(受注率)の向上および商談リードタイムの短縮

・浴室体験の充実を図るための異業種コラボレーションの検討

・プレミエ(会員制アフターサービス)の開始

〔機能性セラミック商品事業〕

・製品性能および製造技術のさらなる向上、売上高構成における新商品比率の上昇

・市場や用途を狙った特長ある商品＝長尺基板、薄物基板、ＬＴＣＣ製品等の開発および受注拡大

・ＴＰＳ活動による生産性改善および売上原価率の低減

〔陶磁器事業〕

・新規ホテル、レストラン案件等の獲得および海外市場における直取引拡大

・魅力あるボーンチャイナ新商品シリーズおよび新たな高付加価値商品の開発

・５Ｓ活動推進による製造費用削減、販売費圧縮および効率的な営業活動の推進

・リテール向けのオンラインショップを業務用向けにも展開

・インフルエンサーによるブランドアピールで商品価値を高め販売力強化

・顧客の要望に応える提案型ソリューション営業

② キャッシュ・フローの確保に向けた対応策

資金繰りは、密接な関係を維持している取引金融機関に対して、毎月業況および中期経営計画の進捗状況の説明

を行い、資金計画を提示しています。

同時に、事業再構築の観点から、人員再配置、売上原価の低減、販売費および一般管理費の見直しなど、健全な

利益体質を実現する体制を構築中であり、上記施策の遂行によって中期経営計画の達成に努め、キャッシュ・フロ

ーの確保を図ります。

今後も上記施策を推進し、収益力の向上と財務体質の強化に取り組みますが、これらの改善策ならびに対応策は実

施中であり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

なお、当社グループの四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成し、継続企業の前提に関する重要な不確実

性の影響を四半期連結財務諸表に反映していません。
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(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間 (自 2019年４月１日　至 2019年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報 (単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

住設環境
機器事業

機能性
セラミック
商品事業

陶磁器事業

売上高

外部顧客への売上高 1,910 590 363 13 2,878 ― 2,878

セグメント間の内部
売上高または振替高

― ― ― 4 4 △4 ―

計 1,910 590 363 17 2,883 △4 2,878

セグメント利益(△損失) 33 63 △49 △0 46 △145 △98

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫事業に係るものです。

なお、倉庫事業は、同事業を運営する当社在外連結子会社(NIKKO CERAMICS, INC.)において2019年７月１日

付で事業廃止しました。

２．セグメント利益の調整額△１億45百万円は、主に報告セグメントに帰属しない部門に係る費用です。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間 (自 2020年４月１日　至 2020年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報 (単位：百万円)

報告セグメント

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

住設環境
機器事業

機能性
セラミック
商品事業

陶磁器事業

売上高

外部顧客への売上高 1,874 407 232 2,514 ― 2,514

セグメント間の内部
売上高または振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,874 407 232 2,514 ― 2,514

セグメント損失(△) △1 △12 △76 △89 △148 △238

(注) １．セグメント損失(△)の調整額△１億48百万円は、報告セグメントに帰属しない部門に係る費用です。

２．セグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度において、「その他」に含まれていた倉庫事業を事業廃止したことに伴い、当第１四半期連結

累計期間より「その他」の区分を廃止しています。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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２．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

重要事象等が存在する旨およびその内容

当社グループは、2006年10月期以降、売上高の減少傾向および営業損失を計上する状況が続きましたが、2017年３

月期以降４期連続で営業黒字および営業キャッシュ・フローの黒字を確保しました。しかしながら、当第１四半期連

結累計期間においては営業損失を計上することとなり、 また、 新型コロナウイルス感染拡大による事業活動への影響は不透明

であることから、 継続的に営業キャッシュ・フローを確保する体質への転換にはいましばらくの時間を要することが見

込まれるため、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しています。

当社グループでは、当該状況を解消し、収益力の向上および財務体質の強化を図ります。

なお、詳細については、前記「１．四半期連結財務諸表および主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項(継続企業の前提に関する注記)」に記載のとおりです。

決算短信（宝印刷） 2020年08月03日 12時21分 10ページ（Tess 1.50(64) 20191218_01）


